
特別支援学校・学級インクルーシブシステム構築事業 特別支援学級・通級指導教室の授業力向上 

国語科 学習指導案 

 

 

 

        

１．単元名 

１年「項目を整理して伝えよう 案内文を作る」 ２年「説明のしかたを工夫しよう」 

 

２．生徒の実態 

 単元の学習に関する実態 要因 付けたい力 指導の工夫 

  

教 

科 

・コレクションの王冠や切手など

について、自分の知識や経験を

教師に進んで伝えようとするこ

とができる。 

・興味関心のあ

ることや経

験したこと

について伝

えたい意欲

がある 

 ・伝えたい相手を決めてもら

うことで、目的意識や相手

意識がもちやすくなるよう

にする。 

自

立 

・話題を決めるときに絞りきれず

「どちらでもよい」と言って教師   

に決断をゆだねることが多い。 

 

 

・結果の推測の

弱さ 

・自己理解の弱

さ 

・選択した結果を推測

し、その予想から自

分で選択決定する

ことができる。 

・選択する場面を設定する。

１つずつ教師と結果を推測

していき、自分が一番でき

そうな選択肢を選べるよう

にする。 

・小学校では最大で１５分間学習に集

中することができた。 

・興味のないも

のへの集中力

や忍耐力の弱

さ 

 ・コレクションという題材にする

ことで、興味が持続でき、書き

たい、伝えたいという必然性を

生み出す。 

【 話すこと・聞くこと 】 

教

科 

・話す速度や音量、言葉の調子の

知識を生かして、思いが伝わる

ように音読することができる。 

・基本２組の仲間の前で発表する

ことができたが、聞き手の反応

を確かめて話すことができなか

った。 

・既習学習が理

解できてい

る 

・不慣れな人前

で発表する

場面での過

度な緊張 

・聞き手の受け止め方

や理解の状況を確

認して話すことが

できる。 

・聞き手の表情を見たり、確

認したりしながら話す練習

を繰り返しする。 

 

自

立 

・自分の考えを書き切った後や書

くことが分からないときに、体

を揺すり落ち着かない場合があ

る。 

・わからないことやできないこと

を進んで伝えることができな

い。 

・自己理解と行

動調整の弱

さ 

 

・出来ないこと

を認めたく

ない 

・見直しをするなど、

自分で次にできる

ことを見つけよう

とすることができ

る。 

・「先生、書きました。」

「他は分かりませ

ん。」など、自分か

ら教師に働きかけ

ることができる。 

・分からないときのヒントを

提示しておく。 

・学習の進め方を提示し、見

通しがもてるようにする。 

・カードを貼ったり、わから

ないと言える仲間を褒めた

りして、自分から聞く意識

がもてるようにする。 

【 書くこと 】 

教

科 

・話題に対してマッピングで表し

たり、表した材料を分類したり

することができる。 

・忘れないうちに自分の考えを書

こうとするため、句読点を適切

に用いながら文章を書くことが

・既習学習が理

解できてい

る 

・記憶への不安

と、対処方法

のこだわり 

・説明の効果を考え 

図表を用いて書く

ことができる。 

・書いた文章を読み返

し、表記や語句の用

法を確かめて書く

・下書きと清書用の用紙を使

い分けて、句読点などの表

記や語句を間違っても安心

して書き直すことができる

ようにする。 

・声に出して読みながら確か

授 業 づ く り の ポ イ ン ト ⑤へ 

授業づくりのポイント①へ 
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難しい。 

 

 ことができる。 めて、句読点の位置が分か

りやすくなるようにする。 

自

立 

・ノートに書くときの文字や枠の

配置にこだわり、書く時間がか

かる。 

・ノートを美し

く書くこと、

例と同じよ

うに書くこ

とへのこだ

わり 

・ノートに記入すると

きの時間のかけ方

をコントロールす

ることができる。 

・状況や課題に応じて

自分の考えを変え

ることができる。 

・書く内容によって、予め、

時間のかけ方を変えるよう

に話をする。また、メモが

とれる環境を整えておく。 

・例のパターンや生徒Ａが選

びそうなパターンを増や

し、考えを変える抵抗感を

減らす。 

【 読むこと 】 

教

科 

・説明文などの一段落を、与えら

れたキーワードを元に、文字数

の制限に考慮しながら要約する

ことができる。 

・既習学習が理

解できてい

る 

 

 

・通信文などの参考例

から案内文の書き

方や構成の特徴に

気付くことができ

る。 

・案内文の特有の語句

について理解する

ことができる。 

・参考例をいくつか用意し、

気付きやすい環境を整え

る。 

・パソコンで季節の時候が調

べられるように環境を整え

ておく。 

【 言語についての知識・理解・技能 】 

教

科 

・相手の話に出てくる語句につい

て、言葉を推測することに弱さ

があり、聞き返す場合がある。 

・既習の漢字の記憶に苦手さがあ

り、文章を記述するときに漢字

を適切に用いて書いたり、正し

く読んだりすることが難しい。 

・漢字や語句に

ついての知

識理解の不

足 

 

・既習の漢字や語句を

記憶し、それを生か

して書くことがで

きる。 

 

・案内文などの具体物を参考

例として提示し、音声と文

字が一致するよう視覚的に

理解を補う。 

・漢字の定着を図るための漢

字プリントとその見直しを

家庭学習で取り組む。 

・漢字を思い出すための手が

かりとして、「漢和・国語辞

典」「漢字配当表」などを用

意し、自分で調べられるよ

うにする。 

 自

立 

・文中の語句を抜かして読んだり、

違う語句に置き換えて読んだり

することがある。 

・追視の弱さ ・文中の語句を正しく

読むことができる。 

・文字を指でなぞる・指では

さみ読みをする・定規であ

てて読むなど、読んでいる

部分が分かりやすくなるよ

うにする読み方を教える。 

 

 単元の学習に関する実態 要因 付けたい力 指導の工夫 

Ｂ 

 

２ 

年 

【 国語への関心・意欲・態度 】 

教 

科 

・恐竜や化石などの図鑑を見るこ

とに興味があり、教師に伝えよ

うとすることがある。 

・対象への興味

の強さ 

  

 

自

立 

・雨が降っている、５時間目の授

業で眠気があるなど、気分にむ

らがあり、俯せになることがあ

る。 

 

 

・自分のやっていることを邪魔さ

れるのを嫌がり、次のことへの

切り替えがうまくできない。 

・環境によって

情緒が不安

定になる 

 

 

 

・自己理解と行

動調整の弱

さ 

・話したり、質問した

り、書いたりするな

ど最後まで学習に

意欲的に取り組む

ことができる。 

・示された時間や指示

の内容に合わせて、

書くのを止めるな

ど自分の行動を調

・学習の見通しを提示して進

度が視覚的に分かるように

する。また、できたことを

褒めて認めて、自己肯定感

を高め、意欲的に学習に迎

えるようにする。 

・事前に「ここまで書いたら

ストップしようね。」と見通

しをもたせ、心の準備がで

授 業 づ く り の ポ イ ン ト ⑤ へ 



整する力。 きるようにする。「○君が待

っているよ。」など、他者の

気持ちを代わりに伝えて、

状況が理解できるようにす

る。 

【 話すこと・聞くこと 】 

教

科 

・主語、述語、修飾語がそろわず

口を大きく動かさない話し方の

ため、伝えたいことを分かりや

すく話すことができない。 

 

・情報を整理し

て話したり

書いたりす

る力の弱さ 

 

 

・話の組み立て方など

学習したことを生

かして話すことが

できる。 

・口をはっきりと動か

して話すことがで

きる。 

・視覚的に話形が分かる掲示

をする。 

・早口言葉などを取り入れ、

口をはっきりと動かす機会

をつくる。 

 

自

立 

・聴覚の処理能力が低く、名前を

呼ばれたり、質問されたりして

も、それに気付かず反応しない

ことが多い。 

・他者の前で話すことや、自分の

意志を伝えることが苦手で拒否

したり、怒り出したりする。 

・自分の知っていることや興味の

あること、わかったことなどを

自分の発言したいときに発言す

る。 

・自己理解と行

動調整の弱

さ 

・心理的な不安

定さ 

・コミュニケー

ション能力

の弱さ 

・集団生活での

経験不足 

・自己否定感 

・衝動抑制の弱

さ 

 

・自分の聴覚的な特性

を理解し、担任など

の関わりの多い人

以外の他者からの

発言に反応したり、

自分から話したり

することができる。 

・挙手や返事をした

り、「先生」と呼び

かけたりして、他者

がいる状況での発

言の仕方が分かる。 

 

・できたことを認めていく。 

・担任を介して、様々な人と

関わる機会を増やすこと

で、担任以外の人との信頼

関係を築き、相手の意見を

聞きたい気持ちがもてるよ

うにする。 

・話し始める前に様子を確認

したり、呼びかけたりして

意識が話し手に向いている

か確認してから話し始め

る。 

・カードを提示し、話を聞く

ときの姿勢が視覚的に意識

できるようにする。 

・予め話す内容を練習してお

き、自信をもって話せる事

実をつくる。 

・話しても良い時か、周囲の

状況、他者の気持ちを繰り

返し伝える。 

【 書くこと 】 

教

科 

・身近な出来事や内容などの簡単

な課題について、教師と相談し

ながら自分の考えを短い文で書

くことができる。 

・自分の考えや気持ち、表記や語

句の用法など、読みやすく分か

りやすい文章で書くことができ

ない。 

・興味の強さ 

・既習学習が理

解できてい

る 

・思い浮かんだ

まま書いて

しまう 

・教師と相談しなが

ら、主語と述語の関

係や、前後の文との

繋がりなどに気を

つけて、自分の考え

を相手に伝わる文

章で書くことがで

きる。 

・書き方の手本を用意する。 

・主語と述語を意識した視覚

的に話形が分かる掲示で、

書き方を補う。 

 

自

立 

・書く文字の大きさが大きくノー

トの行を詰めて書くため、自分

で書いた文章が読みにくくなっ

てしまう。 

 

・早く書きたい

という意識

が強く、丁寧

に書く習慣

が身に付い

ていない。 

・ノート記入へ

のこだわり 

・自分の書いた文字が

把握できるノート

作りをすることが

できる。 

・ノートの行に収めて書けて

いるときは褒めて、目指す

書き方を示す。 

・１行ずつ空けながら書くよ

さを示し、促す。 

・プリントなどは、記入欄を

大きめにして書きやすいよ

うにする。 

【 読むこと 】 

授業づくりのポイント③へ 

授業づくりのポイント⑦へ 



教

科 

・語彙力が乏しいため、文脈の中

の語句の意味を理解しながら想

像力を働かせて読むことが難し

い。 

・化石や恐竜など自分の興味のあ

るものの図鑑や本を読んで、読

んで分かったことを生かして絵

に表すことができる。 

・既習学習の知

識理解の不

足 

・対象への興味

の強さ 

・分からないところを

教師に聞きながら、

内容を理解するこ

とができる。 

・難しい言葉はかみ砕いて説

明したり、補足したりして

理解を補う。 

・興味のある題材を取り上げ

ることで、想像しながら読

みやすくする。 

・適度な負荷の課題を設定す

る。 

自

立 

・分からないことが出てくると「分

からない。」「できない。」と言っ

て俯せたり叩いたりしようとす

ることがある。 

・自己否定感 

・自己抑制の難

しさ 

・パニックになったと

きの対処法を身に

付ける。 

・投げ出さないで課題

と向き合うことが

できる。 

・名前を呼んだり、気持ちに

寄り添う言葉をかけたりし

て落ち着かせる。 

・指示や説明を短く的確に行

い、原因を聞いたりどこま

で分かっているか確認した

りする。 

【 言語についての知識・理解・技能 】 

教

科 

・学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を正しく読んだり書いた

りすることが得意である。 

・主語と述語や修飾語と被修飾語

の照応に注意して、自分の考え

が伝わるように書くことが難し

い。 

・話し方や書き方が身についてお

らず、場に応じて使い分けるこ

とができない。 

・自分の得意な

こと 

・衝動性が強

く、文章を頭

の中で組み

立ててから

書くことが

難しい 

・プリントやテストを

通して漢字を身に

付けることができ

る。 

・自分の考えが他者に

伝わるように文を

書くことができる。 

・相手や目的に応じ

て、文章の形態に違

いがあることが分

かる。 

・家庭学習で主語と述語を意

識したプリントを行い、繰

り返し定着を図る。 

 

 

 

 

３．単元について 

 １学年生徒Ａは、小学校で国語や算数の学習を持続して取り組むことができるのは１５分程度で、また机に向かっ

ての学習をしていない期間が２年間ほどあった。そのため、国語の漢字や算数の学習で学年相応の基礎的な知識が身

についていなかったり、漢字に関しては小学校で４年生まで既習であるが、それ以前の漢字についても中学校の学習

で活用する力が身についていなかったりする。しかし、中学校に入ってからはどの教科も１時間集中して受けること

ができており、生徒Ａの中学校での学習に対する意欲が見られる。国語科「書くこと」の単元「項目を整理して伝え

よう 案内文を作る」は、伝える事柄・目的・相手に応じて内容が変わる。そのため、何を伝えるべきかの項目を考

え、情報を整理することで、相手に伝わりやすい書き方を学ぶことができる。生徒Ａは句読点が少なく、平仮名を羅

列した読みにくい文章を書くことが多い。意欲が持続できることを大切にしながら、表記や語句を正しく用いつつ、

相手に分かりやすく書いて伝える力を身につけることで、交流学級での学習時や日常的なコミュニケーションの場で

相手に的確で誤解のないように分かりやすく意志疎通を図ることができるようにしたい。 

 ２学年生徒Ｂは、人の失敗や間違いに対して「そんな時もあります。」と発言して受け止める優しさがある一方で、

自分の思いを相手に分かりやすく話したり書いたりして伝えることに困り感がある。また、自分の考えがうまく相手

に伝わらなかったり、相手の考えを理解できなかったりして、相手をたたいてしまうことがある。国語科「書くこと」

の単元「説明のしかたを工夫しよう」は、人に事実や事柄を効果的に伝えるための具体的な方法論を学ぶことができ

る。「何を」だけでなく、「どのように」伝えるかを、４つの説明の仕方の例を通して、具体的な書き方を知り、自分

の表現の定着に繋げていく。生徒Ｂの自分の考えが、相手に伝わるような説明の仕方を書く力を具体的に身につける

ことで、交流学級で自分の思いを書く場面や話す場面で仲間との意思疎通が図りやすくなるようにしたい。 

 

 

 

 

 



４．単元指導計画 

（１）単元の目標       「・」…国語科の目標  「※」…自立活動に関わる目標 

Ａ 

 

１

年 

観点 目標 

関心・意欲・態度 ・案内文を相手や目的に応じて、伝えるべき事柄を整理し、項目の立て方を考えて書こ

うとしている。 

・漢字や語句の読み方や意味、使い方などを自分で聞いたり調べたりすることができる。 

話すこと・聞くこと ・既習内容のスピーチをするときのポイントに気を付け、聞き手を意識した発表をする

ことができる。 

・案内文を説明するときに、指示語や接続詞を使って話すことができる。 

書くこと ・相手に応じてわかりやすく伝えるために、項目や内容を選んで書くことができる。 

・相手に伝わりやすい順番で、内容を短くまとめて整理しながら書くことができる。 

・図表を用いたり、伝え方を変えたりして、まとめることができる。 

・書いた文章を読み返して、表記や語句の用法を確かめて書くことができる。 

読むこと ・通信文などの参考例から案内文の書き方や構成の特徴に気付くことができる。 

・案内文の特有の語句について理解することができる。 

言語についての 

知識・理解・技能 

・通信文や教科書の漢字を正しく読むことができる。 

・既習の漢字や語句を用いて、正しく書くことができる。 

障がい特性に関わる

事項 

※選択肢の中から自分で選んで決定することができる。 

※ノートやプリントへ記述する時間のかけ方をコントロールして書くことができる。 

※自分で見直したり、自分から教師に聞いたりして、次の行動へ移ることができる。 

※文中の語句を抜かしたり置き換えたりせず、文章を正しく読むことができる。 

 

Ｂ 

 

２

年 

観点 目標 

関心・意欲・態度 ・説明の仕方に関心をもち、目的によりさまざまな表現の仕方があることを知り、自分

の説明するものはどれがよいか考えようとすることができる。 

話すこと・聞くこと ・主語と述語を意識した話形を参考にして、話の組み立て方に気をつけて話すことがで

きる。 

・口の動かし方、話す速度や音量、間の取り方などに気をつけて、他者に伝わる話し方

をすることができる。 

書くこと ・「恐竜」についての材料を集め、それをもとに自分の考えをまとめることができる。 

・自分が伝えたい内容を明確にし、書き方の手本を参考にして教師と相談しながら、相

手に伝わる文章の構成を工夫して書くことができる。 

読むこと ・分からない言葉を教師から聞いて、納得しながら文章を読むことができる。 

言語についての 

知識・理解・技能 

・既習の漢字や語句を用いて、正しく書くことができる。 

・相手や目的に応じて、話や文章の形態・展開に違いがあることが分かる。 

障がい特性に関わる

事項 

※教師の指示を聞いて、次の行動へ素早く切り替えることができる。 

※教師の指示やカードを見ながら、話をしたり聞いたりして、最後まで俯せにならずに

授業を受けることができる。 

※枠や罫線の大きさに合わせて、文字の大きさを調整したり一行空けたりして、読みや

すく文字を書くことができる。 

※パニックになったときに、教師の声を聞いて顔を上げ、再び課題に向かうことができ

る。 

※話したい意思を教師に伝えてから、話し出すことができる。 

 

（２）単元指導計画（１年 全５時間、２年 全５時間） 

１

年 

次 時 主な学習活動 個別の目標 評価規準 

１ １ ・活動の目標や学習の見通し

をもつ。 

・通信文などの案内文をもと

に、案内文の形式や項目を

確認する。 

・何についての案内文を書く

・いろいろな通信文と案内文を比

較して、形式や項目の特徴に気

付くことができる。 

・読めない漢字や語句を自分から

聞いたり調べたりして、文章を

正しく読むことができる。 

・通信文や教科書の文章を正しく

読むことができる。 

【言語事項】 

・いろいろな通信文と案内文を比

較して、「日付・受取人・差出

人・案内文の名前・本文・記 以

授業づくりの 

ポイント③へ 

授業づくりの 

ポイント⑦へ 



か決める。 

・案内文を伝えたい相手を考

える。 

※案内文に掲載する内容の 

「コレクション展示会」について、

１学期を踏まえながら、基本２

組の他に伝えたい相手を自分で

考えることができる。 

※文中の語句を抜かしたり置き換

えたりせず、文章を正しく読む

ことができる。 

下の項目」の特徴や、書き方・

紙面構成の特徴が分かる。    

【読むこと】 

・案内文特有の語句について、聞

いたり調べたりして理解する

ことができる。【読むこと】 

・自分で納得して展示会の案内文

にすると決めることができる。 

【関心・意欲・態度】 

２ ・案内文の内容に合わせて、

「伝える事柄・目的・相

手・項目」を考える。 

・項目ごとに書くべき内容を

書く。 

 

※「コレクション展示会」の案内

文の相手を相談しながら自分で

決めることができる。 

・案内文の内容に合わせて必要な

項目を選び、内容を考えて書く

ことができる。 

・分からない漢字や語句を自分か

ら聞いたり自分で調べたりして

正しく書くことができる。 

※書いたところを自分で見直した

り、自分から教師に尋ねたりし

て、次の項目へ移ることができ

る。 

※文中の語句を抜かしたり置き換

えたりせず、文章を正しく読む

ことができる。 

※清書ではないので、全て書き直

さずに文章を付け足しながらノ

ートに記入することができる。 

・相談しながら自分で納得して基

本２組の他に案内文の相手を

決めることができる。 

【関心・意欲・態度】 

・「事柄・目的・相手・日時・場

所・展示物の種類・その他（取

り扱いの注意）」など、案内文

の内容に合わせて項目を決め、

内容を書くことができる。     

【書くこと】 

・既習の漢字や語句を自分から聞

いたり調べたりして、正しく書

くことができる。 

【言語事項】 

・書いた文章を読み返して、既習

漢字の未使用や書き間違い、句

読点の位置などを推敲するこ

とができる。 

【言語事項】 

３ ・案内文を比較し、伝えたい

相手に合わせて項目や内

容、伝え方を選ぶ。 

・案内文の項目の配置を、参

考を元に考え、下書きを書

く。 

 

・伝えたい相手に合わせて、項目、

内容を選ぶことができる。 

・伝えたい相手に合った伝え方（文

体）を選んで書くことができる。 

・書いた文章を読み返し、表記や

語句の用法を確かめながら簡潔

に書くことができる。 

※書いたところを自分で見直した

り、自分から教師に尋ねたりし

て、次の項目へ移ることができ

る。 

※文中の語句を抜かしたり置き換

えたりせず、文章を正しく読む

ことができる。 

※清書ではないので、工夫が分か

るようにノートに記入して、時

間内に書くことができる。 

・伝えたい相手に合わせて、項目

と内容を選び、相手の年齢に合

わせて伝え方（文体）を選んで

書くことができる。         

【書くこと】 

・書いた文章を読み返して、句読

点の位置などに気をつけて一

文を簡潔に書くことができる。     

【言語事項】 

４ ・案内文の内容が分かりやす

くなるための工夫を、参考

を元に考えて書く。 

・案内文の下書きを推敲す

る。 

・案内文の清書をする。 

 

・２つの観点について、案内文を

推敲することができる。 

・内容を確定し、パソコンで清書

することができる。 

※文中の語句を抜かしたり置き換

えたりせず、文章を正しく読む

ことができる。 

・見出しや項目の書体の大きさや

太さを変えたり、図表を付け加

えたりして内容が分かりやす

くなるまとめ方をすることが

できる。 【書くこと】 

・推敲の観点のうち、「言葉づか

い・誤字脱字・一文の量」「見



やすい紙面」について案内文を

推敲し、パソコンで清書するこ

とができる。 

【書くこと】【言語事項】 

２ ５ ・作成した案内文の発表の練

習をする。 

・案内文の発表をする。 

・既習内容のスピーチをするとき

のポイントに気を付けて、発表

することができる。 

・案内文を説明するときに、項目

と本文の繋げ方や図表の示し方

を、指示語や接続詞を使って話

すことができる。 

・聞き手の受け止め方や理解の状

況を確認しながら発表すること

ができる。 

※文中の語句を抜かしたり置き換

えたりせず、文章を正しく読む

ことができる。 

・「教室の後ろまで届く声で」「口

を指三本分開けて」「間を取っ

て」スピーチすることができ

る。 

【話すこと・聞くこと】 

・「聞き手を意識する」のポイン

トで、聞き手の表情を見たり、

聞き手に内容が把握できたか

確認したりしながら、話すこと

ができる。 

【話すこと・聞くこと】 

 

 

２

年 

次 時 主な学習活動 個別の目標 評価規準 

１ １ ・学習の目標や学習の見通し

をもつ。 

・さまざまな説明の仕方があ

ることを理解する。 

 

・４つの説明の仕方について、例と

照らし合わせながら具体的に理解

することができる。 

※教師の指示やカードを見ながら、

話をしたり聞いたりして、最後ま

で俯せにならずに授業を受けるこ

とができる。 

※パニックになったときに、教師の

声を聞いて顔を上げ、再び課題に

向かうことができる。 

※一行空けてノートに記入すること

ができる。 

・説明の仕方に関心をもち、「順

序立てて」「大事なことを最

初に」「項目を立てて」「比較

して」の４つがあることを知

ることができる。 

【関心・意欲・態度】 

・４つの説明の仕方と、それぞ

れの例を繋げて具体的に理

解することができる。分から

ない言葉を教師から聞き理

解することができる。    

【読むこと】【聞くこと】 

２ 

３ 

・説明する相手を決める。 

・説明の目的を明確にし、効

果的に伝わる説明の仕方

を確認する。 

・説明する「恐竜」を２体選

び、特徴を書き出して整理

する。 

・それぞれの恐竜の観点を比

べて、共通点や相違点、長

所、短所などを整理する。 

 

・恐竜の説明をする「相手」「目的」

「種類」を選ぶことができる。 

・説明のしかたのうち、「比較して説

明する」が効果的であると確かめ

ることができる。 

・選んだ恐竜について材料を選び、

その中から「体長、体重、食性、

戦い方」など説明する観点を決め

て書くことができる。 

・２体の恐竜の観点を比べて、共通

点や相違点、相手に恐竜の強さが

特に伝わる観点（相違点の山場）

などを整理して分けることができ

る。 

・既習漢字や語句を用いて書くこと

ができる。 

※教師の指示やカードを見て、話を

したり聞いたりして、最後まで俯

せにならずに授業を受けることが

できる。 

・教師と話を膨らませながら恐

竜の説明にふさわしい仕方

を選んだり、「強さを伝える」

などの目的を決めたりする

ことができる。 

 【関心・意欲・態度】 

・身近な相手を思い出して、説

明したい相手を自分で考え

ることができる。 

【関心・意欲・態度】 

・自分で選んだ恐竜について図

鑑や資料を見て材料を集め、

わかったことをもとに、観点

を決めて書くことができる。 

【書くこと】 

・共通点や相違点、相違点の山

場など、２体の恐竜の特徴を

比べながら観点を整理する

ことができる。 

【書くこと】 



※教師の指示を聞いて、恐竜調べを

素早く切り替えることができる。 

※プリントの枠の大きさに合わせ

て、文字の大きさを調節して書く

ことができる。 

※話したい意思を教師に伝えてか

ら、話し出すことができる。 

・既習漢字や語句を用いて、書

くことができる。 

【書くこと】 

４ ・説明文を比較し、恐竜の強

さを効果的に伝えるため

の順序を考えて文章にま

とめる。 

 

 

・資料の比較を通して、共通点と相

違点の順序、一番伝えたい話の山

場の文中での位置、具体例を付け

足して書くことに気付くことがで

きる。 

・２体の恐竜の観点を整理した表を

もとに、必要な情報と削除する情

報に分けることができる。 

・気付きを生かして、恐竜の強さが

効果的に伝わる順序で説明文を書

くことができる。 

※教師の指示やカードを見て、話を

したり聞いたりして、最後まで俯

せにならずに授業を受けることが

できる。 

※プリントの枠の大きさに合わせ

て、文字の大きさを調節して書く

ことができる。 

※パニックになったときに、教師の

声を聞いて顔を上げ、再び課題に

向かうことができる。 

・「先に共通点、後に相違点」「話

の山場を後に書く」「具体例

を付け足す」ことで、２体の

恐竜を効果的に比較した説

明文を書くことができる。

【書くこと】 

 

２ ５ ・書いた説明文を発表する。 ・既習内容のスピーチをするときの

ポイントに気を付けて、発表する

ことができる。 

※教師の指示やカードを見ながら、

話をしたり聞いたりして、最後ま

で俯せにならずに授業を受けるこ

とができる。 

※パニックになったときに、教師の

声を聞いて教卓の前に出て、再び

課題に向かうことができる。 

 

・「相手の所まで届く声で」「口

を指三本分開けて」「聞き手

の方を三回見ながら」「間を

取って」スピーチすることが

できる。 

【話すこと・聞くこと】 

 

５．研究について 

（１）研究主題 

「一人一人が生き生きと主体的に取り組み、学びを実感できる生徒の育成」 

～豊かに自己の思いを表現しながらかかわり合う活動を意図した学習指導を通して～ 

（２）研究内容 

① 単元でつけたい力が身につくようにするために、生徒の実態把握に基づく国語の指導の工夫 

・生徒の実態把握 

  つけたい力が身につくようにするためには、生徒の実態分析をし、得意・興味のあることや困り感を把握し

て、そこからつけたい力を明確にし、その力がつくための単元を設定する。本単元は、「書くこと」の単元であ

るため、日頃の実態把握から、１学年生徒Ａは、自分の興味のあるコレクションを、２学年生徒Ｂは部活動で

意欲的に描いている恐竜を題材として用いることで、単元を通して興味をもち続け、負荷のかかる課題（適度

抵抗の課題）に対しても取り組むことができるのではないかと考えた。 

② 基礎的・基本的な知識・技能の定着を図り、表現力を高める指導の工夫 



・生徒のつまずきの分析と解決方法の提示のあり方 

  生徒の実態分析とつけたい力の明確化を受けて、環境設定（辞典や教科書、パソコンなどを用いて自ら調べ

られる環境づくり）、関わり合う場の設定（自ら教師や支援員に聞く機会・振り返りを伝え合う場・選ぶ場面の

設定）、解決方法の提示の工夫（実物の提示・書き方の手本）、困り感を少なくする工夫（カードの提示・スモ

ールステップ・プリントの用意・話形の提示）などの指導・援助の工夫を行う。   

 ③ 自己の学びを実感し、新たな歩み出しを生む評価の在り方 

・「できた」「わかった」を実感し、次への意欲を生む振り返りの工夫 

課題が達成できたらノートやプリントにシールを貼り、目に見える形で頑張りを認めていく。また、振り返り

の時間では生徒が本時できたこと（分かった・知った・がんばったなど）を発言する時間を設けることで、言語

活動を高めながら、生徒自身が課題に対する達成感を味わうことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．本時の展開（１年 ３／５、２年 ４／５） 

本時のねらい 

Ａ（１年） Ｂ（２年） 

・相手が異なる案内文を比較する活動を通して、相手に
よって書き方が異なることに気づき、自分の伝えたい
相手に応じて「項目や内容、伝え方（文体）」を選んで、
整理しながら分かりやすく書くことができる。 

※選択肢の中から自分で選んで決定することができる。 

※書いたところを自分で見直したり、自分から教師に尋
ねたりして次に進むことができる。 

※文中の語句を抜かしたり置き換えたりせず、文章を正
しく読むことができる。 

※大幅に書き直さず、時間をかけ過ぎないでノートを書
くことができる。 

・資料を比較する活動を通して、恐竜の強さを伝えるた
めには順序が大切だと気づき、「共通点と相違点の順
序」「山場の位置」「具体例を付け足す」ことで、２体
の恐竜の説明文を効果的に書くことができる。 

※教師の指示やカードを見て、書くときと聞くとき、話
すときの切り替えを素早く行うことができる。 

※プリントの枠の大きさに合わせて、文字の大きさを調
節して書くことができる。 

※パニックになったときに、教師の声を聞いて顔を上
げ、再び課題に向かうことができる。 

※話したい意思を教師に伝えてから、話し出すことがで
きる。 

 

 学習活動 ○生徒の姿  ＊指導・援助  ※特性に応じた支援 

学
習
過
程 

１． 

前時の学
習内容を
振り返り
本時の学
習内容を
確認し、
見通しを
もつ。 

 

 

２． 

課題をつ
かむ。 

 

３． 

それぞれ
が自分の
課題に取
り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 

本時の振
り返りを
行い、次
時への見
通しをも
つ。 

 

Ａ（１年） 動 き Ｂ（２年） 

○掲示物やプリントを振り返り、本時の課題
に意識を向ける。 

※今後の学習の予定を掲示し、見通しがもて
るようにする。 

○用意された項目を二つの異なる相手のうち
当てはまる方に分ける活動をする。 

＊作業的な活動で理解を促す。また、二つと
もに当てはまらないもの、当てはまるもの
も準備し、機械的な作業にならず考えられ
るようにする。 

  

 

 

 

＊「①項目 ②内容 ③伝え方（文体） 

④一文の読みやすさ」で課題を具体化し、
わかりやすくする。 

○前時のノートから伝えたい相手に必要な項
目を選び出し、案内文を参考にしながらプ
リントに記入する。 

※前時のノートに付け足したり、一部だけ書
き直したり、本時のプリントに直接書いた
りして、下書きであるよさを生かして書く
ことができる。 

※自分から支援員に聞いたり調べる環境を整
えたりして自分で推敲できるようにする。 

※文章を読むときに、文字を指でなぞる 

・指ではさみ読みをする方法を教える。 

※順序や配置の仕方などで迷っている場合は
選択肢を与えて、どちらの方が分かりやす
いか自分で選んで決定できるようにする。 

 

 

 

 

 

○課題についてわかったことを発表し、でき
たところにシールを貼る。 

 

 

 ○掲示物やプリントを振り返り、本時の課題
に意識を向ける。 

※聞くときは物を触らず手を膝の上に置くこ
とで、書くときとの切り替えが行いやすい
ようにする。 

○「共通点と相違点の順番」「話の山場の位置」
「具体例の有無」が異なる２つの資料を比
較し、順番の違いや相手への伝わりやすさ
を考える。 

＊資料を提示し比較することで、共通点と相
違点を書く順序を分かりやすくする。 

 

 

 

 

○前時に整理した共通点と相違点を確認し書
く順序を決める。 

＊恐竜に置き換えやすい穴埋め式の手本を用
意し、観点を見ながら書きやすいようにす
る。 

※パニックになったときに、教師の声を聞い
て顔を上げ、再び課題に向かうことができ
る。 

※支援員がそばにつき、どこの観点を書けば
よいかわからないときに聞きやすくなるよ
うにする。 

※プリントの枠の大きさに合わせて、文字の
大きさを調節して書くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題についてわかったことを発表し、でき
たところにシールを貼る。 

※話形を参考にする。 

自分が伝えたい相手に合わせて①から④
を整理して、案内文の下書きを書こう。 

評価規準 
伝えたい相手に合わせて項目と内容、伝

え方（文体）を選び、簡潔に案内文の下書
きを書くことができる。【書くこと】 

僕は、○○（相手）に案内文を書くので、
○○に合わせて場所や注意の項目を選びま
した。また、「～です。」という書き方で○○
に合わせて書きました。 

恐竜の強さを効果的に伝えるための順番
を考えて、文章を書こう。 

評価規準 

「先に共通点、後に相違点」「山場を最初に
書かない」「具体例を入れる」ことで、２体
の恐竜を効果的に比較した説明文を書くこ
とができる。     【書くこと】 

僕は、共通点を最初に書いて、相違点を
後に書きました。一番伝えたいことは後に
書きました。例を入れると伝わりやすいと
分かりました。 
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授業づくりのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント①】（指導・支援の一貫性） 

「２．生徒の実態」による生徒の実態把握と要因の捉えから、

付けたい力を明確にした。それを元に、「４．単元指導計画」で単

元の目標を設定した。一貫した「実態把握・目標・手立て・評価」

により生徒に付けたい力を育むことができる。 

【ポイント②】（自立活動のねら

いの設定） 

特別支援学級（自閉症・情緒障が

い）の生徒の障がい特性を受けて、

国語科のねらいと合わせて、個々に

付けたい自立活動のねらい（※印に表

記）を明確にする。 

【ポイント③】 

（授業開始３分前

の時間の活用） 

生徒の困り感に

応じて、口をはっき

りと動かす機会を

設け、話すことに対

して抵抗感が減る

ようにする。 

【ポイント④】 

（担任と支援員の

連携） 

一単位時間中の担

任と支援員の動き

を明確に位置付け

ることで、支援をス

ムーズに行う。 

【ポイント⑤】 

（見通しをもたせ

る工夫） 

これまでの学習

内容や今後の見通

しが分かる掲示物

により、生徒が自ら

次の学習内容を確

認して取り組むこ

とができる。 

【ポイント⑦】 

（生徒が課題を達

成するための工夫） 

枠が大きめの穴

埋め式のプリント

と手本を用意し、生

徒が自分で進めら

れるようにする。 

【ポイント⑥】 

（生徒の困り感に応じ

た支援の工夫） 

Ｂには絵と短文で視

覚的情報を提示しなが

ら分かりやすく伝える。 

Ａには下書きなので

間違えても書き直せる

ことを話し安心して取

り組めるようにすると

ともに、活動を通して課

題の理解を促す。 

 



 

 

 

 

 

 

【ポイント③】 

（授業開始３分前の時間の活用） 

担任や生徒が調べたり考えたりした早口言葉のカードを提

示し、話す練習をすることで、はっきりした話し方に加え、

話すことに自信がもてるようにする。 

【ポイント⑥】（見通しをもたせる工夫） 

学習内容の見通しがもてるようにし、生徒が自ら次の学習内容を確認して取り組むことができる環境を整えておく。また、生徒が書

いた文字を使用することで、学習に対する意欲を高めたり、自己肯定感を高めたりすることができるようにする。 

【ポイント⑥】（生徒Ａの困り感に応じた支援の工夫） 

案内文に書くとよい項目やその内容が書かれた貼り紙（本のタイトル、２

通りの場所、駐車場など）について、小学生と地域の大人の方のうち、ふさ

わしい相手を選んで黒板に貼り紙を貼る作業的な活動を行った。選択決定す

る力を付けるとともに、考えながら課題化が行えるようにする。 

【ポイント⑥】 

（生徒Ｂの困

り感に応じた

支援の工夫） 

生徒の困り

感に応じて、

教師の机上な

どに絵と短文

で表したカー

ドを立てかけ

ておき、生徒

自ら意識でき

るようにする。 

立てかけてある。黒板

に貼ることもできる。 

【ポイント⑦】（生徒が課題を達成するための工夫） 

生徒の実態に合わせた枠が大きめの穴埋め式のプ

リントと、その手本を用意する。生徒が自分で調べ

た観点を元に、自分で比較しながら順序に気を付け

て書き進められるようにする。 


